
 

第５５回 燃料デブリ取り出し専門委員会 議事要旨 

 

日 時：令和 8 年 1 月 22 日（木） １０：００～１２：００  

場 所：原子力損害賠償・廃炉等支援機構 Web 会議システム 

 

１．東電エンジニアリング状況について 

東京電力から 1,3 号機原子炉建屋内のドローン調査について説明した。 

専門委員からの主な意見は以下のとおり。 

（１）1,3 号機原子炉建屋内のドローン調査について 

○ ドローンの通信が途絶した場合に、ドローンが自律的に電波の良好なエリアに戻ってくる技術を開発し

ているところもあるので参考にしてはどうか。 

○ 調査で得られる現場情報を、可能な限りデジタルツインとして蓄積・活用していくことが重要である。 

 

2．次期研究開発計画について 

機構から次年度一件一葉（案）について説明した。 

専門委員からの主な意見は以下のとおり。 

（１）次年度一件一葉（案）について 

○ 取り組む内容に即した評価の基準を整理し、成果と進捗を示せるような指標設定が重要である。 

○ 再来年度の計画では、技術開発が将来どのように東電のエンジニアリングに繋がっていくのか、具体的

な適用場面や目標、スケジュール感を含めて見通しを示すことが求められる。 

○ 現時点で対応できていない課題を具体的に示した上で、その解決に必要な機能を備えた技術を開発する

方針を示すことが重要である。 

 

 

以上 


